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オペレーショナルレジリエンス確立支援
事業継続のための業務プロセス変革をリードするKPMG Powered Resilience

企業を取り巻く経営環境は常に変化しており、複雑化したリスクがいつ顕在化し、事業継
続に影響をもたらすかを予測することは困難です。KPMGは、危機的な状況の発生に伴う
混乱のなかでもビジネス／サービスを安定的に提供し続けるための能力、すなわちオペ
レーショナルレジリエンスの確立を支援します。

オペレーショナルレジリエンスとは
オペレーショナルレジリエンスとは、パンデミック、サ
イバーセキュリティの侵害、経営資産の棄損といった混
乱、あるいは業務の属人化などの日常的な出来事のなか
でも、ビジネス／サービスを安定的に提供し続けるため
の能力です。

金融業界で提唱され始めたこの概念は、他の業種におい
ても有効です。リスクが世界的に複雑化・激甚化し、
ESG経営が求められる社会において、ステークホルダー
からの期待・要請のレベルもより高まっており、オペ
レーショナルレジリエンスの重要性が増しています。

オペレーショナルレジリエンス確立のポイント
オペレーショナルレジリエンス確立のためには、企業の
責任者がレジリエンスに対する明確なリーダーシップを
持ち、説明責任を果たすことが必須です。その重要性を
認識せずリーダーシップが発揮されていない場合、適切

なリソース投資計画を立て、ビジネスを止めないための
施策を実行していくことが難しくなります。また、ビジ
ネス単位での事業継続を検討すべきところ、業務や組織
単位での検討にとどまってしまう可能性もあるでしょう。

Resilience TOMのアプローチと効果
レジリエンス領域の変革フレームワークであるレジリエ
ンスターゲットオペレーティングモデル（Resilience

TOM）は、グローバルの先進事例や最新のIT技術を集約
し、競争上の優位性、ステークホルダーからの信頼を獲
得することを目的として、企業が前述のような課題を解
決し、オペレーショナルレジリエンスの確立を加速でき
るよう設計されています。

Resilience TOMにおける詳細なアプローチは主に以下の
12ステップであり、業務プロセス変革の立案から、ビジ
ネス／サービスが停止した場合の事業継続・復旧対応計
画の策定とその運用までをカバーしています。

Resilience TOMにおけるオペレーショナルレジリエンス確立のための主要ステップ
1. 戦略とオペレーティングモデルの立案

2. 関係者への周知と実行

3.データ分析とツールの選定

4. エンタープライズサービス
マネジメント（ESM）の検討

5.レジリエンス管理体制の構築

6.発生影響の許容度とリスク
シナリオの分析

7.平時における
事業のレジリ
エンス評価

8. 事業に影響を
及ぼす脅威の
評価

9.有事における
事業のレジリ
エンス評価

10. 評価結果の報告、対策の
立案と投資判断

11.事業強化

12.事業継続・復旧対応計画
の策定と運用

準備 評価 実行
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6つの変革テーマと17のアセット

①業務プロセス ②人材 ④テクノロジー ⑤パフォーマンス・
インサイト＆データ ⑥ガバナンス③サービス

提供モデル
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組織とロール
のマトリクス

レポート＆
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Resilience TOMの6つの変革テーマ
業務プロセス
• オペレーショナルレジリエンス領域の対象業
務を標準プロセスフローとして網羅的に定義

人材
• 誰が何をするか、指揮命令系統、スキルセッ
ト、オペレーショナルレジリエンス担当部門
の役割を定義

サービス提供モデル
• オペレーショナルレジリエンス領域の対象業
務をどこで実施するか、その方法を定義

テクノロジー
• システム化・自動化するうえで必要な環境、
アプリケーションに関連する定義

パフォーマンス・インサイト&データ
• オペレーショナルレジリエンス確立・実行上
のKPI、レポートやマスターデータの構造、
データガバナンスを定義

ガバナンス
• プロセスリスクコントロールの要点・統制管
理の方法、職務分離、内部統制、ポリシーを
定義

Resilience TOMに含まれるアセットについて

KPMG Target
Operating

Model
KPMG Powered

Enterprise

Resilience TOMにおいては、前述のオペレーショナル
レジリエンス確立のための主要なステップ別に、6つの
変革テーマが設定され、各テーマごとに合計17のアセッ
トが提供されています。アセットにはエンドツーエンドで
網羅的に業務を定義した｢プロセス分類｣や｢担当者別プ
ロセスフロー｣、他社で実際に採用されているソリュー
ションを記した｢先進事例｣などが含まれています。さらに、
組織や機能における役割と責任について記載した｢組織
とロールのマトリクス｣、作業内容に基づきどういった

拠点や部門で業務実行すべきかを定義した｢サービス提供
フレームワーク｣に加え、オペレーショナルレジリエンス
KPI／他社ベンチマーク数値をまとめた｢KPIおよび関連
ベンチマーク｣、業務リスクポイントやポリシー、関連
する規定をリストアップした｢セキュリティ＆統制｣、
｢ポリシー｣等、多岐にわたります。これらを活用するこ
とで、オペレーショナルレジリエンスの確立を総合的・
多面的にサポートします。



ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状況に対応するもの
ではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点
及びそれ以降においての正確さは保証の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報の
みを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を綿密に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判
断ください。
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Resilience TOMの活用

■構想策定段階における成熟度モデルによる診断

構想策定段階において、TOMアセットの1つである｢成熟度モデル｣を用い、企
業のあるべき姿と現状とのギャップを把握し、ギャップが大きい項目を優先
課題と定義して実行施策の策定に活用することができます。

プロセス分類 プロセス KPI/PPI/
重要リスク指標 計算式 目的 優先度

戦略、ガバナン
ス、ポリシーの
管理

プロセスと
レポートの
管理

オペレーショナルレジリ
エンス委員会における、
前回の委員会以降の期限
が過ぎた対策の割合（%）

期限が過ぎた対策数 ÷ オペ
レーショナルレジリエンス委員
会で合意された対策の総数

オペレーショナルレジリエンス
委員会で定めた対策が、追求さ
れ完了されていると示すこと

中

サービスマネジ
メントフレーム
ワークの管理

サービス分類
と優先順位づ
けの管理

決められた期間内に刷新
されたサービスの重要性
評価

決められた期間内で、重大性基
準に照らして評価された、重要
サービスの数 ÷ 重要サービス
の総数

重要サービスは、重大性基準に
現在も適合していることを保証
するために、同基準に照らして
評価されること

中

｢成熟度モデル｣を利用した変革ポイントの抽出

サービス提供モデル

人材

業務プロセス

テクノロジー

ガバナンス

• 計画と活動が完全には
定義されておらず…

レベル1 レベル2 レベル3成熟度

• チーム・ロールが特定
されておらず…

• プロセスが運用中だが、
企業全体での調整が…

• プロセスが定義され、
組織全体で構築され…

現状とあるべき姿を比較し、
そのギャップと課題を明確
にすることでプロジェクト
方針や計画を策定

ステップ Iと同様に、企業が
目指すべきレベルをテーマ
ごとに決定

TOMの成熟度モデルを用い、
TOMの変革テーマごとに現
状分析を実施

ステップ I

ステップ II

ステップ III

現状 あるべき姿

パフォーマンス・インサイト＆データ

• 組織全体の意識が高ま
りつつあるが…

• オペレーショナルレジ
リエンスに関するロー
ルが定義され…

■KPIおよび関連ベンチマークによる重点課題の把握

優先度の高い重要業績評価指標（KPI）、生産者物価指数（PPI）、重要リスク指
標の一覧を提供することで、経営陣が重視すべき課題を把握し、企業のオペ
レーショナルレジリエンス確立・運用の設計検討に役立てることができます。


